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【 2年 次 ・ 進 路指導 】 イ ン タ ー ン シ ップ 報告会

10月27日(金)、２年生のインターンシップ報告会が開催されました。

当日は、時間の制約もあることから、教室と体育館で発表を行いました。

なお、体育館の発表では、1・２年次の生徒と実習でお世話になった会社・企

業の社長、店長、担当者の方々にお越しいただきました。お忙しい中、参観いた

だきありがとうございました。なお、代表的な発表を紹介します。

①インターンシップ先 … 「道東あさひ農業協同組合根室支部」

②参加者 … ２年Ｃ組 濵松瑠璃さん、２年Ｄ組 千場リコさん

③仕事内容とは？ … 農業に関わり酪農家の健全な営農や経営、安全な生乳と安定供給を支える。

［信用事業］、［共済事業］、［生産事業］、［営農事業］、［購買事業］の部署

④気を付けたことは？ … 扱う書類作成のミスをしない、お客様への対応

⑤学んだことは？ … 多くの業務の仕方、働くことの大変さ、人と関わることや情報管理の大切さ

酪農家に信頼し頼ってもらうことで成り立つ仕事であること。

⑥仕事へのやりがいは？… 人に喜ばれ役立ったと感じるとき、一つの仕事をやり遂げたとき、お役様の対応

⑦将来の自分は？

☆干場リコさん〇〇〇〇〇〇 ☆濵松璃瑠さん○○○○○

将来は、根室市で公務員になり、事務 発表をまとめるにあたり、干場さん

系の仕事をしたいと思います。実習では、 とは異なる実習だったので、各業務につ

どんなに忙しくても感謝の心を持ち、 いての情報交換や検討し納得がいくまで

人と接することの必要性を学びました。 話し合いを行いました。将来は、人と関わる仕事をしたいと

就職した際には生かしたいと思っています。人とコミュニ 思っています。進学や就職でも人と関わるコミュニケーシ

ケーションを取るのが苦手なので、積極的に行動したり、 ョンが必要になるので、今後は人との関わり方も含め、自己の

人と会話ができるよう努力していきたいです。 進路目標に向けて、学校生活を送りたいと思います。

【1年次・生徒指導】 保健講話「DV ・ デートDVの防止について」
11月９日（木）、１年生保健講話「DV・デートDV防止について」、NPO法人駆け込みシェルター釧路理事の先生

にお越しいただき講演をいただきました。ＤＶやデートＤＶの実態として、４～６人に１人の割合で起きていること、

どの行為がＤＶやデートＤＶに該当するのかを映像を見て考えました。また、性交渉についてもイギリス警察が作成し

たイラスト動画「紅茶と同意」を使って、相手が紅茶を飲む意思がないの

に、勝手に用意して飲ませることはＤＶに当たり、「同意」の意味について

考えてもらう内容でした。講演後、先生から私に、DVという行為

は、相手が正しく、自分が悪いと思ってしまいがちであるが、

そうではないことを生徒に伝えてほしいとのことでした。



【２年次・学校行事】 ４泊５日の見学旅行を無事終了しました
10月31日（火）～11月４日（土）４泊５日、見学旅行が行われました。関東圏での研修で

す。根室高校の特徴的な研修の一部を次に紹介します。

１日目の全体研修は、「防災教育」です。本所防災館とそなエリアに分かれ研修を受けま
した。本所防災館では、関東大震災で被災したヒロさんを題材にした映画を鑑賞、震度５～

７の地震体験、カッパを着て暴風雨体験、10㎝～30㎝の浸水で家や車の扉が開かない体験な

どしました。このような多くの実習から防災意識を一層高めることができました。

２日目の自主研修は、クラス毎に統一テーマのもと、研修が行

われました。２年Ｅ組の「企業見学」を紹介します。
横浜にあるジャパン マリンユナイテッド株式会社の工場見学です。敷

地面積は東京ドームが８個が入る大きさです。この工場では大型のタン

カーなどを作る造船所です。

まず初めに、担当者から企業概要の説明がありました。説明が始まる

直前、生徒達は何も指示されずにカバンからメモを取り出し、担当者か

らの説明を真剣にメモを取りながら聞いていました。このような姿は、

普段から授業で行われている光景に過ぎませんが、このような場ででき

る２年Ｅ組の生徒達の姿に私は感心しうれしくもありました。

次は、現場見学です。複数枚の大型の鉄板が港に運ばれ、その鉄板を

細かくレーザでカットし、職人の技術力のもと、曲げられたり、溶接し

て丸みを帯びる船の部材ができる過程を見ることができました。また、

いかに船のスケールがいかに大きいかを見て感じることができました。

その後、説明会場に戻り、質疑応答が行われました。担当者の方から、

何か質問はありますかとの問いに始めは戸惑いを見せていた生徒達でし

たが、場が和むと、質問があげられたり、担当者からの質問に答える場

面もありました。その場の空気感や雰囲気を感じ、気づかいができる生

徒達でした。

お世話になった総務人事グループ長の磯田様、人事チームの中津川様

ありがとうございました。機会があれば、次年度以降もお越しください

との話もいただきました。

[見学旅行を終えて] ４泊５日の見学旅行では、見学旅行中での心得にあるように、

時間を厳守して行動したり、ＴＰＯにあった行動を行っていました。右の写真にも

あるように、５日間の研修メモや感想もしっかりと書いており、担任先生方も睡眠

時間を削り、記載事項を読んだり、コメントを書いていました。今回、なによりも、

感染症などの病気、怪我もなく無事に帰着した生徒達が素晴らしいです。




